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～第二の人生に向けて～　合同企業説明会開催

　

予
備
自
衛
官
等
制
度
に
つ
い
て
は
、

長
崎
地
本
予
備
自
衛
官
室
長
か
ら
主

に
新
規
参
加
企
業
に
対
し
て
予
備
自

衛
官
及
び
即
応
予
備
自
衛
官
制
度
を

説
明
し
て
予
備
自
衛
官
等
に
対
す
る

認
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
招

集
訓
練
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
予
備
自
衛

官
ブ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
企
業
だ
け

で
な
く
参
加
隊
員
等
に
対
し
て
も
わ

か
り
易
く
説
明
し
て
、
予
備
自
衛
官

等
の
志
願
率
向
上
に
向
け
て
積
極
的

に
広
報
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
参
加
企
業
と
具
体
的
な

採
用
調
整
を
行
い
つ
つ
、
参
加
隊
員

の
採
用
内
定
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
援
護
課
）

　

長
崎
地
本
（
本
部
長　

西
田
洋
一
郎

１
海
佐
）
は
、
９
月
４
日
（
水
）
に
長

崎
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
（
長

崎
県
大
村
市
）
に
お
い
て
、
一
般
財
団

法
人
自
衛
隊
援
護
協
会
福
岡
支
部
と
の

共
催
に
よ
り
、
令
和
元
年
度
長
崎
県
任

期
制
隊
員
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
説
明
会
に
は
49
社
の
企
業
と
、

陸
・
空
の
任
期
満
了
退
職
予
定
隊
員
23

名
及
び
来
年
度
以
降
任
期
満
了
予
定
の

陸
・
海
の
隊
員
が
研
修
生
と
し
て
５
名

参
加
し
ま
し
た
。

　

本
説
明
会
は
、
長
崎
県
内
で
の
再
就

職
を
希
望
す
る
退
職
予
定
隊
員
を
対
象

に
、
毎
年
１
回
、
県
内
の
優
良
企
業
を

招
へ
い
し
、
再
就
職
へ
と
結
び
つ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
、
長

崎
地
本
が
行
う
就
職
援
護
業
務
の
中
で

も
特
に
重
要
な
も
の
で
す
。

　

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
参
加
企
業
を
公

募
に
よ
り
募
り
、
そ
の
中
か
ら
参
加
隊

員
が
選
定
し
た
企
業
を
招
へ
い
し
、
昨

年
度
よ
り
も
隊
員
フ
ァ
ー
ス
ト
の
説
明

会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
先
立
ち
、
参
加
企
業
に
対

し
、
自
衛
隊
援
護
協
会
福
岡
支
部
の
立

石
支
部
長
と
長
崎
地
本
長
か
ら
、
本
説

明
会
へ
の
参
加
と
日
頃
の
就
職
援
護
協

力
に
対
す
る
お
礼
の
挨
拶
を
し
ま
し

た
。

　

説
明
会
が
開
始
さ
れ
る
と
、
参
加
隊

員
は
希
望
す
る
企
業
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、

職
務
内
容
、
賃
金
、
福
利
厚
生
等
の
求

人
内
容
に
つ
い
て
真
剣
に
説
明
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。
１
回
あ
た
り
30
分
程
度

の
面
談
時
間
で
し
た
が
、
自
衛
官
ら
し

く
元
気
よ
く
、
は
き
は
き
と
し
た
態
度

で
、
積
極
的
に
面
談
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。

　

参
加
隊
員
か
ら
は
「
具
体
的
な
話
が

聞
け
て
就
職
意
欲
が
高
ま
っ
た
」「
会

社
案
内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
よ
り

理
解
が
深
ま
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
、
企
業
側
か
ら
も
隊
員
に
つ
い

て
の
好
評
価
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
隊
員
と
参
加
企
業
の
両
者
に

と
っ
て
、
充
実
し
た
説
明
会
に
な
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
参
加
隊
員
が
所
属
す
る
各
指
揮
官

に
も
説
明
会
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
第
７
高
射
特
科
群

長
及
び
第
16
普
通
科
連
隊
副
連
隊
長
に

視
察
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
参
加

隊
員
を
激
励
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

激
励
さ
れ
た
隊
員
は
、
再
び
気
を
引

き
締
め
て
そ
の
後
の
説
明
会
に
臨
ん
で

い
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
長
崎
県
が
設
置

し
て
い
る
就
職
支
援
施
設
「
フ
レ
ッ

シ
ュ
ワ
ー
ク
」
と
長
崎
県
産
業
労
働
部

雇
用
労
働
政
策
課
よ
り
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
を
派
遣
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

今
年
度
か
ら
は
「
独
立
行
政
法
人
駐
留

軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
佐
世
保
支

部
」
の
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、
参
加
隊
員

を
始
め
中
隊
長
等
も
熱
心
に
再
就
職
活

動
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

長崎地本公式 HP 

長崎地本公式 twitter

　

佐
世
保
出
張
所
は
、
８
月
３

日
（
土
）
及
び
４
日
（
日
）
の

２
日
間
、
佐
世
保
港
新
み
な
と

岸
壁
に
お
い
て
、
佐
世
保
市
主

催
の
「
さ
せ
ぼ
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」
に
募

集
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
募
集
広

報
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
猛

暑
と
な
り
ま
し
た
が
、
両
日
で

約
31
万
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、

広
報
官
は
積
極
的
に
自
衛
隊
の

募
集
広
報
に
専
念
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
海
上
自
衛
隊
の

護
衛
艦
「
あ
り
あ
け
」、
ミ
サ
イ

ル
艇
「
お
お
た
か
」
に
よ
る
一

般
公
開
及
び
陸
上
自
衛
隊
水
陸

機
動
団
に
よ
る
水
陸
両
用
車
（
Ａ

Ａ
Ｖ
７
）、
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
、

野
外
手
術
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
装

備
品
の
展
示
を
は
じ
め
、
特
設

ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
は
海
上
自

衛
隊
佐
世
保
音
楽
隊
に
よ
る
演

奏
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
陸
海
自

衛
隊
が
所
在
す
る
佐
世
保
市
な

ら
で
は
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
催

し
を
来
場
者
は
大
い
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　　
　

　　

ま
た
、
地
本
ブ
ー
ス
に

お
い
て
は
、
中
高
生
、
家

族
連
れ
が
自
衛
隊
に
つ
い

て
の
紹
介
を
聞
い
た
り
、

小
さ
い
お
子
さ
ん
や
小
学

生
に
ミ
ニ
制
服
を
試
着
さ

せ
、
展
示
車
両
前
で
写
真

撮
影
を
し
た
り
と
、
様
々

な
年
代
の
方
に
自
衛
隊
を

知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
海
上
自
衛
隊
の

基
地
を
有
す
る
佐
世
保
の

特
色
を
活
か
し
、
艦
艇
の

一
般
公
開
や
体
験
航
海
、

ま
た
市
内
の
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
自
衛
隊
の

魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
佐
世
保
出
張
所
一
丸

と
な
っ
て
志
願
者
獲
得
の

為
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　

  （
佐
世
保
出
張
所
）

シーサイドフェスティバルで自衛隊をＰＲ

県
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

10
月
19
日
（
土
）

　

四
部
隊
記
念
行
事

　
　
（
大
村
駐
屯
地
）

10
月
20
日
（
日
）

　

諌
早

　

き
ん
し
ゃ
い
祭
り

　
　
（
諫
早
市
）

10
月
21
日
（
月
）

    

装
備
品
展
示

　
　
（
壱
岐
市
）

10
月
27
日
（
日
）

    

長
与
マ
ル
シ
ェ

　
　
（
長
与
町
）

11
月
10
日
（
日
）

　

松
浦
こ
ど
も
博

　
　
（
松
浦
市
）

　

西
海
市
崎
戸
港
に
お
い
て
体
験
型
広
報
を
実
施　

　　

琴
海
地
域
事
務
所
は
、
８
月
10
日
（
土
）
西
海
市
崎

戸
港
に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
警
備
隊
、
陸
上

自
衛
隊
第
16
普
通
科
連
隊
及
び
西
海
市
自
衛
隊
家
族
会

の
支
援
を
受
け
、
募
集
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
で
は
佐
世
保
警
備
隊
所
属
の
水
中
処
分

母
船
５
号
に
よ
る
一
般
公
開
、
特
別
機
動
船
に
よ
る
体

験
搭
乗
の
ほ
か
、
第
16
普
通
科
連
隊
に
よ
る
軽
装
甲
機

動
車
、
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
等
の
装
備
品
展
示
が
実
施

さ
れ
、
来
場
者
は
普
段
目
に
す
る
機
会
の
な
い
陸
海
自

衛
隊
の
装
備
品
に
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。　
　

　

募
集
ブ
ー
ス
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
の
作
成

体
験
や
ミ
ニ
制
服
の
試
着
体
験
を
実
施
し
、
多
く
の
方

が
記
念
撮
影
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

特
別
機
動
船
の
体
験
搭
乗
者
か
ら
は
「
と
て
も
速

か
っ
た
が
、安
定
し
た
操
船
で
安
心
感
を
覚
え
た
。」「
自

衛
官
は
よ
く
訓
練
さ
れ
て
い
る
。」
な
ど
の
感
想
を
頂

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
、
国
民
の
皆
様
に
自

衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
１
人
で
も
多
く

の
自
衛
隊
志
願
者
を
募
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
琴
海
地
域
事
務
所
）
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【
定
年
退
職
】

寄　

稿

　

長
崎
地
本
（
本
部
長　

西
田　

洋
一
郎
１

海
佐
）
は
８
月
21
日
（
水
）
海
上
自
衛
隊
大

村
航
空
基
地
に
お
い
て
、
第
22
航
空
隊
の
航

空
機
２
機
（
Ｓ
Ｈ
―
60
Ｋ
）
の
支
援
を
受
け

体
験
搭
乗
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
日
ま
で
の
悪
天
候
か
ら
打
っ

て
変
わ
っ
て
、
絶
好
の
飛
行
日
和
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。

　

募
集
対
象
者
ら
13
名
を
含
む
計
22
名
は
Ｓ

Ｈ
―
60
Ｋ
に
搭
乗
し
、
約
20
分
間
、
大
村
湾

付
近
の
上
空
を
飛
び
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
任
務

の
様
子
を
間
近
で
見
な
が
ら
空
の
旅
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
搭
乗
前
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を

受
け
た
後
、
フ
ラ
イ
ト
す
る
ま
で
の
間
に
救

命
胴
衣
な
ど
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
初
め
て

装
着
す
る
救
命
胴
衣
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
搭

乗
員
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
確
実
な

装
着
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
航
空
機
の
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
る
と
、

そ
の
大
き
な
音
に
驚
き
な
が
ら
も
「
空
を
飛

ぶ
に
は
大
出
力
の
エ
ン
ジ
ン
が
必
要
に
な
る

ん
で
す
よ
」
と
の
説
明
を
聞
き
、
大
き
く
う

な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　

期
待
と
緊
張
を
胸
に
航
空
機
に
乗
り
込
ん

だ
参
加
者
は
、
２
機
編
隊
で
飛
行
す
る
機
内

か
ら
大
村
湾
と
住
宅
地
が
密
集
し
て
お
り
ジ

オ
ラ
マ
で
見
る
よ
う
な
町
並
み
を
一
望
し
な

が
ら
、
空
の
旅
を
終
え
ま
し
た
。

　

フ
ラ
イ
ト
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
、「
普

段
見
慣
れ
た
大
村
湾
と
大
村
市
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。」
な
ど
の
声
が

あ
り
、
楽
し
そ
う
に
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど

の
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

長
崎
地
本
は
体
験
搭
乗
を
通
じ
て
自
衛
隊

に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、

今
後
も
関
係
部
隊
等
と
連
携
し
募
集
対
象
者

へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。　
（
募
集
課
企
画
班
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
航
空
基
地
で
体
験
搭
乗
を
実
施

　

令
和
元
年
９
月
８
日
（
日
）、
雲
仙
市
千
々
石
町
に
あ

る
軍
神
橘
中
佐
が
祀
ら
れ
て
い
る
「
橘
神
社
」
で
隊
友

会
島
原
半
島
支
部
（
支
部
長　

吉
岡　

誠
一
様
）、
長

崎
県
自
衛
隊
家
族
会
雲
仙
地
区
協
議
会
（
会
長　

河
内　

繁
信
様
）
合
同
で
清
掃
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
、
島
原
地

域
事
務
所
か
ら
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
地
元
で
の
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
９
月
16
日
に
行
わ
れ
る
秋
季
例
大
祭
に
合
わ
せ
、

９
月
の
初
旬
に
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
６
回
目
と
な

り
ま
す
。

　

当
日
は
台
風
一
過
で
澄
ん
だ
青
空
と
な
り
暑
さ
が
厳

し
い
中
で
し
た
が
、
両
団
体
と
神
社
関
係
者
等
約
50
名

が
集
ま
り
、
吉
岡
支
部
長
の
挨
拶
、
橘
神
社　

橘 

昌
樹 

宮
司
よ
り
安
全
祈
願
の
お
祓
い
を
受
け
清
掃
作
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
敷
地
内
の
草
刈
り
や
樹
木
の
剪
定
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
手
際
良
く
行
い
、
予
定
さ
れ
て
い
た

時
間
内
に
無
事
に
清
掃
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

活
動
中
は
大
粒
の
汗
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
終
了
後

は
参
加
者
も
清
清
し
い
表
情
を
浮
か
べ
、
全
員
で
き
れ

い
に
整
備
さ
れ
た
神
社
内
で
集
合
写
真
を
撮
影
し
、
今

年
も
秋
季
例
大
祭
が
多
く
の
参
列
者
で
賑
わ
う
こ
と
を

願
っ
て
奉
仕
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

島
原
地
域
事
務
所
は
今
後
も
島
原
半
島
の
関
係
団
体

の
皆
様
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
自
衛
隊
へ
の
更
な
る

理
解
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
島
原
地
域
事
務
所
）

第６回橘神社清掃奉仕活動に参加

　

飛
行
幹
部
候
補
生
鍛
錬
行
事
（
１
０
０
キ
ロ
行
軍
）
完
遂

　

第
22
航
空
群
（
群
司
令　

岡
田　

真
典 

海
将
補
）
は
、
７
月
25
日
（
木
）・
26
日

（
金
）
の
２
日
間
に
か
け
、
大
村
航
空
基

地
の
飛
行
幹
部
候
補
生
の
鍛
錬
行
事
と
し

て
１
０
０
ｋ
ｍ
行
軍
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
行
軍
は
、
飛
行
幹
部
候
補
生
の
気
力

の
充
実
及
び
体
力
の
練
成
を
図
る
と
と
も

に
、
自
衛
官
と
し
て
の
士
気
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

行
軍
コ
ー
ス
は
、
長
崎
港
の
入
口
に
架

か
る
女
神
大
橋
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
、

西
彼
杵
半
島
か
ら
佐
世
保
を
経
て
大
村
に

至
る
大
村
湾
沿
い
を
ほ
ぼ
１
周
す
る
総
行

程
１
０
１
．
１
ｋ
ｍ
の
経
路
で
あ
り
、
飛

行
幹
部
候
補
生
14
名
の
他
、
大
村
航
空
基

地
所
属
の
有
志
隊
員
、
総
勢
44
名
で
敢
行

し
ま
し
た
。

　

毎
年
５
月
に
行
わ
れ
る
行
事
で
す
が
、

今
年
は
７
月
の
実
施
と
な
り
例
年
よ
り

厳
し
い
暑
さ
の
中
で
の
行
軍
と
な
り
ま
し

た
。

　

道
中
や
各
休
憩
地
点
に
お
い
て
各
地
の

防
衛
協
会
、
隊
友
会
、
自
衛
隊
家
族
会

な
ど
協
力
団
体
の
皆
様
方
か
ら
の
温
か
い

激
励
、
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
着
実
に
歩
を
進
め
ま
し

た
。

　

深
夜
に
も
な
る
と
、
眠
気
や
疲
労
に
加

え
足
腰
の
痛
み
等
と
の
闘
い
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
が
、
大
村
湾
沿
い
の
自
然
に
癒
し

を
も
ら
い
、
ま
た
仲
間
と
互
い
に
励
ま
し

合
い
な
が
ら
真
夏
の
暑
さ
に
耐
え
、
歩
き

続
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、開
始
か
ら
約
30
時
間
後
、ゴ
ー

ル
地
点
で
あ
る
大
村
航
空
基
地
に
お
い
て

基
地
隊
員
総
出
の
温
か
い
拍
手
と
笑
顔
に

迎
え
ら
れ
、
飛
行
幹
部
候
補
生
及
び
有
志

隊
員
総
員
が
完
歩
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

飛
行
幹
部
候
補
生
は
１
０
０
ｋ
ｍ
行
軍

を
通
じ
、
過
酷
な
環
境
下
で
も
目
標
を
達

成
す
る
海
上
武
人
の
気
概
と
、
人
の
や
さ

し
さ
と
温
か
さ
が
与
え
て
く
れ
る
力
の
尊

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
今
回
の
鍛
錬
で
培
っ
た
強
靭
な
精
神
、

仲
間
と
助
け
合
い
目
標
を
達
成
す
る
団
結

の
力
、
そ
し
て
、
我
々
自
衛
隊
を
支
え
て

く
れ
る
多
く
の
支
援
者
の
存
在
を
糧
に
今

後
の
訓
練
に
臨
み
日
々
邁
進
し
て
い
く
。」

と
飛
行
幹
部
候
補
生
と
し
て
の
決
意
を
新

た
に
し
た
鍛
錬
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

             　
      　

(

第
22
航
空
群
広
報
室
）

　

人　

事

【
特
別
昇
任
】

准
陸
尉
へ

　
陸
曹
長
へ令

和
元
年
10
月
11
日
付

　
　
　

 

陸
曹
長　

山
内　

勇　

令
和
元
年
９
月
27
日
付

　
　
　

１
等
陸
曹　

下
栁　

洋　

令
和
元
年
10
月
11
日
付

　
　
　

 

陸
曹
長　

下
栁　

洋　

令
和
元
年
９
月
27
日
付

お世話になりました

　
　
　

 

准
陸
尉　

山
内　

勇　お世話になりました


